










Many existed education-oriented data analysis tools are stand-alone type system or original program even if web-based 
system which can be used by many people. Even there are free charge, wide use and high performance data analysis 
software like R language, it is difficult to use them efficiently. In this study, we develop a web-based educational 
system for marketing data analysis based on R language. Also this system can be used as high performance one without 























































図 1 システムの概要 
マーケティング・データ分析のためのウェブ・ベース・システムの開発 
Development of Web-based System for Marketing Data Analysis 
高萩栄一郎†       生田目崇† 
 Eiichiro TAKAHAGI†    Takashi NAMATAME† 
†専修大学 商学部 























































































































する [3]．説明変数を𝑥1, 𝑥2 ⋯ , 𝑥𝑝とし，目的変数を𝑦と
するとき  
𝑦 = 𝑏0 + 𝑏1𝑥1 + 𝑏2𝑥2 + ⋯+ 𝑏𝑝𝑥𝑝 + 𝜀  
と表される線形関係において，観測される𝑦と予測値
の残差 𝜀 の平方和を最小にするようにパラメータ













ブで求める．説明変数 𝑥 について，反応確率  𝑝 を，  
𝑝 = 𝑎1 + 𝑏 × exp {−𝑐𝑥}  
として与える 2．なお，本システムでは説明変数は 1
つに限っている．  
表 2 回帰分析の入出力項目 
入力項目 
説明変数数 𝑝（最大 10） 
データ数 𝑛 
説明変数 𝑛 × 𝑝 行列 
被説明変数 𝑛 次元ベクトル 






















表 3 ロジスティック回帰分析の入出力項目 
入力項目 
データ数 𝑛 
説明変数 𝑛 次元ベクトル 




















を求める．回答者 𝑖 の対象 𝑗 に対する効用を𝑈𝑖𝑖とする．






𝑥𝑖   
と表すことができ，ランダム効果である確率的効用を
二重指数分布に従うと仮定する．したがって効用は，  
𝑈𝑖𝑖 = 𝑉𝑖𝑖 + 𝜀𝑖𝑖   
と表すことができるが，このとき回答者 𝑖 の対象 𝑗 の
選択確率は，  Pr�𝑈𝑖𝑖 > 𝑈𝑖𝑖  � ∀𝑙 ≠ 𝑗� = exp {𝑉𝑖𝑖}∑ exp {𝑉𝑖𝑖}𝑖   
と求めることができる．そして，全データに対する尤
度を元にパラメータ 𝑏𝑖  を求める． 
本システムでは，多項ロジット・モデルについては
濱岡 [1] のコードを元にしたRのスクリプト [10] を
元にしてデータの入出力部分を追加している．  
表 4 多項ロジット・モデルの入出力項目 
入力項目 
属性数 𝑚（最大 10） 
ブランド数 𝑟（最大 10） 
データ数 𝑛  
評価値データ (𝑚 × 𝑟) × 𝑛 行列 




































以上で 90%以下のアイテムを Bランク，それ以外を C
ランクというように各アイテムをランク付けする．  












項目数 𝑝  
データ数 𝑛 



























表 6 パレート分析の入出力項目 
入力項目 
データ項目数 𝑝（最大 10） 
データ数 𝑛 







































表 7 RFM分析の入出力項目 
入力項目 
データ項目数 𝑝（最大 10） 
データ数 𝑛 
データ 𝑝 × 𝑛 行列 
基準の項目  列番号（顧客 IDなど） 
R, Fの項目 列番号（購買日） 


























































































[7] Bigmemory Project, http://www.bigmemory.org 
[8] RjpWikiウェブサイト,  
http://www.okada.jp.org/RWiki/ 























No. of customer 
7月 1日 112 26.00 93.12 1179 
7月 2日 29 27.60 85.99 1787 
7月 3日 47 34.99 79.20 1997 
7月 4日 105 33.63 86.52 1150 
7月 5日 107 30.09 70.32 1641 
7月 6日 116 30.51 98.80 1660 
7月 7日 104 31.14 72.39 1067 
： ： ： ： ： 












図A2 回帰分析の結果出力 1 
 
 
図A3 回帰分析の結果出力 2 
 
 



















1 8.62 7.37 1.46 1.16 
2 9.82 7.25 1.97 0.66 
3 6.76 5.16 1.90 1.07 
4 9.98 8.36 1.48 0.74 
5 8.88 5.98 1.35 0.76 
6 10.15 5.68 1.90 0.94 
7 7.36 7.43 1.74 0.75 
： ： ： ： ： 














図A6 因子分析の結果出力 1 
 
 
図A7 因子分析の結果出力 2 
 
 












顧客 ID  
C_ID 








2012/8/10 A101 QW-632 2 330 660 
2012/8/10 A101 PS-836 1 650 650 
2012/8/10 A101 RS-232 2 760 1520 
2012/8/10 A102 PS-836 3 650 1950 
2012/8/10 A102 QW-632 1 330 330 
2012/8/10 B302 NN-653 2 410 820 
2012/8/10 B302 QW-632 4 330 1320 
2012/8/10 B505 QW-632 2 330 660 
2012/8/10 B505 TT-986 1 815 815 
2012/8/11 B302 QW-632 2 330 660 
2012/8/11 A101 PS-836 5 650 3250 
： ： ： ： ： ： 











図A10 パレート分析の出力結果 1 
 
 






















図A13  RFM分析の入力フォーム 2 
 
結果は図A14 ～図 A16 のように得られる．図A14
は，各グループ（ランクの組み合わせ）に関する集計






図A14 RFM分析の結果出力 1 
 
 
図A15 RFM分析の結果出力 2 
 
 
図A16 RFM分析の結果出力 3 
 
 この他，各クラスの人数のグラフや，総合スコアの
分布のヒストグラムが表示される．
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